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（担当部）

　・特になし。

１　目的
　昨今の町内会を取り巻く情勢を踏まえ、持続可能な町内会活動の推進に向け、町内会と市の役割を明確にするなど、今後の
市の対応について整理する。

２　町内会の現状
・加入率の低下に伴い、役員のなり手不足が生じている。
・町内会向けアンケート結果では、市町連発足時から町内会の役割として担ってきた市の業務への協力を負担に感じている町
内会が３～５割程度見られる。
・町内会未加入者向けアンケート結果では、未加入の理由として、「町内会に加入しなくても困らない」、「役員になりたくない」、
「忙しく活動に参加できない」、「近所付き合いがわずらわしい」などという回答が多くあるなど、町内会活動に意義を感じていない
状況が見られ、今後も大幅な加入率の改善は見込めない状況にある。

３　持続可能な町内会活動に向けて検討の考え方
　町内会は、地域課題の解決をはじめ、災害時の助け合いや地域の見守りなどを行う身近なコミュニティであり、今後も町内会が
果たす役割は大きいものと考え、次の視点を中心に、市としての取り組み方針の策定に向けた検討を進める。

○検討の視点
・町内会と市の関係性（市からの依頼業務の見直し）
・町内会の活動支援
・自治活動費交付金のあり方検討

　■今後のスケジュール

　・令和６年11月20日　厚生委員会へ報告
　・令和６年12月　　　市町内会連合会との協議
　・令和７年１月　　　市町内会連合会との協議
　・令和７年２月　　　厚生委員会へ方針（案）を報告
　　　　　　　　　　　方針の策定、運用

　■　審議結果

　・同内容で、11月20日厚生委員会へ報告することで了承された。

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

令和６年度　第６回全体庁議（10月31日開催）

審議 ・ 報告
（７）持続可能な町内会の推進に向けた取り組みについて
      [市民福祉部]

　■　提案・報告の趣旨

　持続可能な町内会活動の推進に向け、今後の対応を整理したことから、令和６年11月20日の厚生委員会に報告するもの。


